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平成29年7月18日発行

第52号

インスタントシニア体験（かすみがうら市立北小学校）

社会福祉協議会では、福祉体験学習のお手伝いとして、高齢者疑似体験（インスタントシニア体験）

の指導や車いすの操作方法などを児童・生徒向けに学校と連携して取り組んでおります。
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少子化・高齢化の進行に加え、経済環境や労働環境が大きく変化す
る中、孤独死やひきこもりなどの社会的孤独の問題、低所得など経

済的困窮の問題、児童や高齢者等への虐待などの課題が深刻化し、的確かつ迅速な対応
が求められています。これらのことから、本会では、地域の支え合いの構築のために、ボ
ランティアや地区社協など地域活動への助成等による支援など取り組んできました。
　また、生活困窮者への訪問支援や自立支援を図るために資金貸付、日常生活支援制度
による福祉サービスの利用援助、地域ケアシステムの構築を円滑に行うための福祉・医療・
保健関係者との連携に取り組みを行ってきました。また、高齢者生きがい事業についても
取り組んできました。
　さらに、平成２８年度は社会福祉法の改正により、地域福祉においてこれまで以上の
取り組みが望まれる中、本会が地域福祉の担い手として、使命を果たせるような運営を目
指してまいります。

� （単位：円）

項　目 決算額 項　目 決算額

①会費収入 4,929,300 ⑦負担金収入 177,000

②寄付金収入 842,052 ⑧介護保険事業収入 18,403,866

③経常経費補助金収入 55,519,181 ⑨障害福祉サービス等事業収入 14,250,177

④受託金収入 52,058,799 ⑩受取利息配当金収入 1,355

⑤貸付事業等収入 471,000 ⑪その他の収入 97,673

⑥事業収入 1,917,183 ⑫前期末支払資金残高 13,990,696

収 入 合 計 162,658,282

� （単位：円）

項　目 決算額 項　目 決算額

①法人運営事業 49,472,804 ⑩小口貸付資金事業 662,000

②共同募金配分金事業 6,823,177 ⑪地域ｹｱｼｽﾃﾑ推進事業 14,485,000

③ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ事業 2,766,146 ⑫地域活動支援ｾﾝﾀｰ事業 14,437,609

④地区社協育成事業 1,301,859 ⑬子どもヘルパー派遣事業 105,099

⑤福祉啓発推進事業 2,067,175 ⑭いばらきねんりんスポーツ推進事業 148,000

⑥食の自立支援事業 191,876 ⑮生活困窮者自立支援事業 17,600,000

⑦生活福祉資金事業 20,148 ⑯居宅介護支援事業 20,837,199

⑧日常生活自立支援事業 370,000 ⑰指定管理事業 19,216,928

⑨善意銀行事業 971,778 ⑱当期末支払資金残高 11,181,484

収 入 合 計 162,658,282

①3.03%
②0.518%

③34.132%

④32.005%⑤0.290%
⑥1.179%
⑦0.109%

⑧11.314%

⑨
8.761%

⑩0.001%
⑪0.060%

⑫
8.601%

①30.415%

②4.195%
③1.701%
④0.800%
⑤1.271%
⑥0.118%
⑦0.012%

⑧0.227%
⑨0.597%
⑩0.407%

⑪
8.905%

⑫
8.876%

⑬0.065%
⑭0.091%

⑮10.820%

⑯12.810%

⑱6.874%

⑰11.814%

決算総額：162,658,282円
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◆会務の運営
　理事会・評議委員会の開催

◆自己財源の確保と社協活動の強化
　社協会費実績　4,929,300 円

◆社会福祉啓発活動及び広報活動
　１）各種福祉大会への参加
　　・第 66回茨城県社会福祉大会へ参加
　　　　市内顕彰者　県知事顕彰　  6 名
　　　　　　　　　　県社協会長表彰　12名
　　・第 55回老人クラブ大会へ参加
　　　　県知事表彰　１名
　　　　県老連会長表彰　１名
　　　　会員増強特別表彰　２クラブ
　　・第 54回手をつなぐ育成会茨城大会へ参加
　　　　単位育成会貢献者表彰  １名
　２）広報紙の発行
　　・かすみがうら社協だよりの発行　　  年 4回
　　　　　　　　　　　　　　　　　  臨時号 1回

◆心配ごと相談所の開設
　１）年間２４回実施（相談件数 16件）
　２）相談員研修の実施

◆専門相談の実施（なんでもかんでも相談）
　１）年間 12回実施（相談件数 56件）
　　
◆ボランティア育成強化対策
　１）ボランティア連絡協議会への援助協力
　２）ボランティア講座の開催
　　・高齢者向けレクリエーション講座 ・朗読講座 　　　　
　３）ボランティアセンターの運営
　　・ボランティア相談・福祉教材の貸出
　　・ボランティアセンターだよりの発行
　　　（社協だより内）
　４）災害ボランティアセンターの啓発
　　　かすみがうら市防災訓練への参加

◆援護対策
　１）生活福祉資金貸付の受付　４件
　２）小口貸付資金の貸付　１７件
　３）歳末たすけあい援護金の配布　９３件
　４）歳末特別援護金の配布　2件
　５）被災世帯への見舞金の支給
　　　　全焼１件・半焼１件
　　　　一部焼失 1件・床下浸水２件
　６）準要保護世帯中学校卒業支度金の支給　１４件
　７）準要保護世帯小学校卒業支度金の支給　１０件

◆介護保険事業
　１）居宅介護支援事業所の運営

◆赤い羽根共同募金運動
　１）赤い羽根共同募金実績　　5,112,450 円
　２）歳末たすけあい募金実績　3,842,030 円
　３）街頭募金の実施　　　　　　　9,241 円

◆地域福祉活動
　１）地区社協事業の充実強化
　２）地域ケアシステム推進事業
　　・要援護家庭のサービス利用の調整など
　３）日常生活自立支援事業の受付
　４）ひきこもりサロンの開催、支援研修会への参加
　５）生活困窮者自立相談支援事業
　６）生活困窮者家計相談支援事業
◆児童・青少年福祉
　１）インスタントシニア・車いす体験学習の指導
　２）福祉体験事業
　３）児童・生徒のボランティア活動普及事業
　４）かすみがうら市子どもヘルパー派遣事業の実施
　　　（下稲吉小学校）
　５）子育て支援事業
　　・七夕まつり・クリスマス会の開催
◆母子寡婦及び父子家庭福祉
　１）母子寡婦福祉会への協力
　２）新入学児童へお祝い品の贈呈
◆高齢者福祉
　１）『食』の自立支援事業の実施
　２）老人クラブ連合会への協力
　３）いばらきねんりんスポーツ大会への参加
　４）健康づくり事業への協力
　５）ブレインジム講座の開催
◆障がい者福祉
　１）障害者福祉会への協力
　２）手をつなぐ育成会への協力
　３）地域活動支援センター「作業所」の運営
　４）在宅障がい児者家庭交流事業の実施
◆日本赤十字社かすみがうら市地区
　１）日本赤十字社啓発事業
　　・社資増強運動の実施  社資 4,214,900 円
　　・救急法講習会の実施
　２）災害救援物資の配布
　３）義援金の受付
　　・東日本大震災に関する義援金　　
　　　　　　　　　　　　　　　1件　5,556 円
　　・平成 28年熊本地震災害義援金
　　　　　　　　　　　　　　30件 428,055 円
　　・平成 28年台風 10号大雨等災害義援金
　　　　　　　　　　　　　　　3件　9,107 円
　　・平成 28年鳥取県中部地震災害義援金
　　　　　　　　　　　　　　　2件　4,107 円
　　　平成 28年新潟県糸魚川市大規模火災義援金
　　　　　　　　　　　　　　　2件　4,373 円
◆その他福祉事業
　　１）福祉車輌（車イス対応車輌）の貸出
　　　　　　　　　　　　　　　延べ 162件
　　２）車イス・ベッドの貸出　延べ 45件
　　３）善意銀行預託金品の受け入れ
　　　・預託金　20件　842,502 円
　　　・預託品　28件（古切手・車イス等）
　　４）おもちゃ図書館『ひよっこ』の実施

平成 28年度　事業報告
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　やまゆり館をご利用いただきありがとうございました。今年度も地域の皆さまが利用しやすいやまゆり

館を目指し、皆さまのお越しをお待ちしております。

　子育てサロン同様に健康づくりコーナーもご利用ください。適度な運動で必要な筋肉をつけて、脂肪が

燃えやすい体づくりにやまゆり館のトレーニングは、いかがでしょうか。

健康増進に、ボディシェイプに、ご活用ください。

平成２８年度【やまゆり館管理事業】事業報告

◆来館者　48,295 人（子育てサロン、健康づくり、足湯、会議室　等）

◆管理業務
　１）施設の保守点検、補修及び清掃
　２）設備・器具の操作
　３）施設経費に関すること
　４）施設利用許可に関すること
　５）節電対策

◆情報公開に関すること
　１）ホームページに施設概要等を掲載
　２）市広報誌への各種イベント情報の掲載

◆防犯・防災対策
　１）防災訓練の実施　５９名
　　　訓練・消防車輌等の展示
　　　（協力：かすみがうら市西消防署）

◆健康づくりコーナー事業　
　年間利用者数　９，９１１名
　足湯利用者数　４，９８６名

◆会議室等貸出事業
　年間利用者数（会議室・相談室）３９９件

◆子育て支援センター事業　
　１）子育てサロン　１８，８８７名
　２）季節のイベント実施
　　・誕生会　129 名　  ・七夕まつり　226 名　　　
　　・水遊び　249 名　 ・運動会　106 名
　　・いもほり　44 名　・クリスマス会　194 名
　３）子育て相談　309 件
　４）０歳児事業　238 名
　　・ベビーマッサージ＆リズムうたあそび
　　・ベビーマッサージ＆スキンケア
　　・ファーストサイン
　　・親子撮影会
　５）みんなであそぼう会　62 名
　　・敬老の日プレゼント製作
　　・日赤幼児安全法講習
　　・クリスマスリース作り
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社協ア
ルバム

インスタントシニア体験しました！
　北小学校の４年生がインスタントシニア体験をしました。
　普段、思い切り走って、楽しく遊ぶ児童たちが、関節を固定し重りをつけて、体の不自由を
体験しました。体が自由に動く素晴らしさを感じるとともに、体の不自由さを感じたことで、
おじいちゃん・おばあちゃんの気持ちになって考えることができました。

隣同士助け合って膝のサポーターをつけます！

どの色が見えやすくて、見えにくいのか、挑戦中

用意ができたら、プログラムを実行へ

小さな文字が見えない「なんて書いてあるのかな」

みんな、
体験セットを着けるのが

大変です！
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と ぴ っ く す

平成29年度　かすみがうら市ボランティア連絡協議会講演会
４月 28日

　ボランティア連絡協議会の講演会が行われました。講演会は「人づきあいのコツ　～アドラー
心理学から学ぶ～　」をテーマにOJD人材育成アドバイザー水野靖彦氏をお招きしました。講
話の中では、効果手法コミュニケーションの 5つの要素やコミュニケーションの自己診断など日
ごろのボランティア活動に役立つお話しをいただきました。当日は 92名の参加者が聞き入って
いました。

～～～ 参加者の声 ～～～
・�ボランティア活動は、人と人の関係がとても重要だと

考えさせられた。

・�これからは、相手の立場になって、もう一度考えてみ

  ようと思う。

・�ボランティア活動に限らず、今回のお話しはとても役

立った。

配食サービスボランティア料理講習会開催
5 月 17日

　霞ヶ浦地区で配食サービスをしているボランティアの皆さんが、高齢者向けのお弁当の献立に
役立てるため、栄養士の横田恵美子先生をお招きし、料理講習会を開催しました。当日は、24
名のボランティアが参加しました。
　ボランティアの皆さんは、毎月 3回土曜日にお弁当を調理し、温かい出来立てのお弁当をお届
けして、ひとり暮しの高齢者の健康状態なども確認しています。

献 立
・鮭とレンコンのかき揚げ
・豚肉と根菜のみそ炒め煮
・たたき長芋とブロッコリーのゴマ酢かけ
・切り干し大根のケチャップ煮
・春菊と豆腐のとろみスープ
・リンゴのコンポート（ブルーベリー風味）

聞き入るボランティアの皆さん

おいしく出来ました
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平成２９年度民生委員制度は１００周年を迎えます
誰もが安心して生活できる地域づくりのため民生委員・児童委員は日々活動しています。
今回は、身近な地域の相談役、民生委員・児童委員の活動をご紹介します。

民生委員・児童委員とは？ 　　地域福祉をサポートする身近な相談相手です！

皆さんがお住まいの地域に、民生委員・児童委員と呼ばれる方々がいるのをご存じですか。

「民生委員」は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員です。社会福祉の増進の

ために、地域住民の立場から生活や福祉全般に関する相談・援助活動を行っております。核家族化が進み、地域

社会のつながりが薄くなっている今日、子育てや介護の悩みを抱える人や、障害のある方・高齢者などが孤立し、

必要な支援を受けられないケースがあります。そこで、民生委員・児童委員が地域住民の身近な相談相手となり、

支援を必要とする住民と行政や専門機関をつなぐパイプ役を務めます。

民生委員・児童委員に相談する

高齢者や障害をお持ちの方への支援が必要

なとき、子育てや介護での心配ごとや不安

といった困ったことがあるときは、お住ま

いの地域の民生委員・児童委員、主任児童

委員へお気軽にご相談ください。民生委員・

児童委員、主任児童委員には守秘義務があ

り、相談した方の秘密は守られます。民生

委員・児童委員については、市役所社会福

祉課までお願いします。
� 抜粋：政府広報オンラインお役立ち記事：ご存じですか？地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」

【民生委員・児童委員の社会福祉協議会の関わり】民生委員・児童委員は、「住民の立場にたった相談・支援者」
であり、自らも地域住民の一員として、担当の区域の住民の皆さんの相談役となり、行政や地域の関係機
関との「つなぎ役」として活躍しています。地域のよき相談相手になりながら、高齢者や障害者などさま
ざまな支援を必要とする方々を社会福祉協議会とも連携を図りながら、問題の解決に向けた取り組みの中
心的な役割を果たしています。

かすみがうら市民生委員・児童委員協議会連合会では、５月２９日に１００周年記念交流事業を実施し、歴

代の民生委員・児童委員の方々も出席され、現役の委員の方々との交流もあり、盛大に行われました。

民生委員・児童委員協議会連合会　久保田会長のご挨拶

今年度は、活動の啓発として、民生委員・

児童委員の皆さんが地域の小学校に出向

き、児童とふれあいながら、わかりやす

く民生委員・児童委員のはたらきについ

て説明する活動も実施しています。
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よてい・いろいろよてい・いろいろ

障がいのある子もない子も一緒にあそぼう

おもちゃ図書館 ひよっこ
おもちゃ図書館は、障がいの有無の枠を
越えて、ともに遊び交流し育ちあう場とし
て開催しています。

ひきこもりサロン

フリースペース フラット

毎週木曜日
9：30～11：30

やまゆり館
対象：未就学児

必ず保護者同伴でご利用ください。

あじさい館

フラッと、お立ち寄りください

時間　13：30～16：00
場所　あじさい館　講座室

要予約 ！ 029-832-5601

専門家の意見が聞いてみたい時は

なんでもかんでも相談
女性の家 あじさい館

法律相談は要予約 ！ 029-898-2527

時間　13：30～16：30

ちょっと悩みを聞いてほしい時は

心配ごと相談

予約不要　直接お越しください

時間（受付）13：30～15：00
相談終了15：30

法律は要予約、先着３名まで
※電話での相談は受けておりません

ひきこもりがち
な方とその家
族のための集
いの場です。

26日（土）
23日（土）
28日（土）

８月
９月
10月

子育ての悩み  発育の悩み、保育士さんに
聞いてみたいときは   子育て相談

やまゆり館
 8日（火）、22日（火）
 5日（火）、26日（火）

       10日（火）、24日（火）

家庭訪問相談もお受けしています。
時間　9：00～11：00／14：00～16：00

８月
９月
10月

心理 ・ 精神
法律 ・ 医療
保育 ・ 障がい
の専門相談員
が応じます。 

やまゆり館
19日（土）
16日（土）
21日（土）

８月
９月
10月

09日（水）
13日（水）
11日（水）

23日（水）
27日（水）
25日（水）

８月
9月
10月

　皆さまからお寄せいただいた善意のこころをご紹介します。
　お寄せいただいた善意は、ご寄贈の趣旨に沿ってかすみがうら市の地域福祉
向上のために活用させていただきます。
（寄付金は、所得税法上の寄付金控除が受けられます。）� 平成29年4月26日～6月6日（順不同・敬称略）

●戸大建設工業（株）� 25,000 円
●コミセンダンススポーツクラブ　　 ３0,000円
●会長　大山美江�
●（株）アイメタルテクノロジー�
　アイメタルテクノロジー労働組合�

2,500 円

●匿名� ３0,000 円

●（株）アイメタルテクノロジー�
車いす　１台

�
　アイメタルテクノロジー労働組合

日本赤十字社からのお知らせ


